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熱物理学
参考書
“物理学とは何だろうか”，朝永振一郎著，岩波新書
“熱力学の基礎”，清水明著，東京大学出版会
“今日から使える熱力学”，飽本一裕著，講談社
授業の進め方
出席票＝宿題，レポートを兼ねる．
　　　　毎回次の授業時に提出．
中間試験＋期末試験．

内容：伊東先生の教科書に従う．
熱力学の本質：平衡状態のみをあつかう．
物体に与えられるエネルギーのうち，機械的仕事によらない
部分を「熱」という．
熱にともなって「エントロピー」が移動する．
物体（＝系）の持つエネルギーとエントロピーはその系の状態
によって決まる「状態量」であるが，熱と仕事はそうではない

“熱とは分子のランダムな運動である”かどうかは「熱力学」
のあずかりしらぬところである．統計力学の範疇にはいる．
しかもそれは熱ではなく，内部エネルギーのことである．
「ものをこすると摩擦熱が発生する」という言い方をすること
がある。しかし実際におこっていることは，系に対しこするな
どの仕事をし，その結果，系のエネルギーが上昇しているとい
うことであり，ここまでの段階では熱の移動はない．
ではなぜ「熱が発生する」という言い方をするのかというと，
こする前の状態にくらべてエネルギーが増して温度が上昇して
いる．ところが，こうなってしまうとこのエネルギー上昇分を
外部系に対する仕事として取り出そうとしても，熱くなった物
体を高温系として熱機関を組むしかない．したがって100%の
効率で仕事として取り出すことはもはや不可能である．つまり
与えた仕事がもはや熱という使い勝手の悪いエネルギーとして
しか取り出せなくなってしまったのである．

Z = f(x,y) = (x + 1)(x − y +1)

Z = g(x,ξ) = (x + 1)(ξ + 1)
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ξ = x - yと変数変換すると 

“Z の x に関する偏微分” → f と g のどちらを微分する？

f を偏微分した
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f (x,y) = 2x + 2 − y

なら y を固定して微分したものなので熱力学では
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と書くことが多い。
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g(x,ξ) = ξ +1= x − y +1

なら ξ を固定して微分したものなので熱力学では
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Z = f (x,y)⇒ Z = Z(x,y),
Z = g(x,ξ)⇒ Z = Z(x,ξ)

と書いてしまう

つまり引数が異なれば異なる関数形を持つ，という記法．

Z = f(x,y) = (x + 1)(x − y +1)

Z = g(x,ξ) = (x + 1)(ξ + 1)

x = 0, y = 0 では
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x = 0, y = 0 (ξ = 0)では
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